
第 63回総会期第 8回「東日本大震災」被災支援委員会報告
報告 小池正造

4 月 22 日第 5 回常置委員会後に、第 8 回「東日本大震災」被災支援委員会が、大
宮教会を会場に行われました。

秋山委員長は、3月 27日に行われた教団対策本部会議で仙台エマオ、石巻エマオ，
ハートフル遠野の各職員について契約が更新されたこと、水戸中央教会との打ち合わ

せ、佐野教会への訪問がなされたことを報告しました。

3月 23日の伊勢崎教会の献堂式に続き、5月 11日の下館教会（裏面参照）、6月 15
日の宇都宮教会の献堂式がなされることが報告されました。伊勢崎教会、宇都宮教会

の現状については、5 月に発行される合本版支援ニュースをご覧くださり、どうぞ祈
りに覚えてください。また、献堂式にもご出席くださいますようお願いいたします。

今後、宇都宮上町教会、水戸中央教会の再建事業、佐野教会、アジア学院への支援が

祈りの課題となります。

金刺主事より会計報告がなされ、2013 年度末での残高が、8,069,315 円となったこ
とが報告されました。

小林委員より、上尾合同教会、狭山教会の調理ボランティアがあったことが報告さ

れました。感謝いたします。

教区総会において、仙台エマオのボランティア活動の写真パネルを展示することに

なりました。また、国際会議で出されたステイトメント（声明）も、資料として配付

いたします。ご覧ください。なお、基調講演などを収録したブックレットが発売され

る予定です。

水戸中央教会のスケジュール遅延に関する現状報告を伺いました。当初 2013 年 9
月着工でありましたが、納骨堂、鐘楼の設計変更などが起こり、2014 年 6 月着工と
なりました。これに対して、現在行っている牧師館賃貸に関する支援を 2015 年 1 月
まで継続することとしました。

教区総会議案を確認いたしました。2014 年度は、2015 年 3 月 11 日（水）に、記
念礼拝を予定しております。会場などは未定です。

次回委員会は、6月 17日常置委員会後に開かれます。
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ボランティア募集
現在、教区派遣のボランティアは、

食事ボランティアのみ募集をいたします。
．．．．．．．．．．

連休明けまで学生さんの申し込みが多く

予想されるためです。ご了承ください。

問合せ 小林祥人(090-3529-5140)

日本基督教団東日本大震災救援募金

＊現在の募金状況（2014.4.21 現在）

￥ 858,393,734
「東日本大震災救援募金」

￥ 370,372,654
「東日本大震災海外献金プロジェクト」



下館教会 教会堂・牧師館改築の経緯
下館教会 川真田 正

2011 年 3 月 11 日午後、その凄まじい揺れを体験した。木造の牧師館でいた。とっさ
に考えたこと幼稚園の子供は、保育園の幼子たちは？直ちに園庭に飛び出すはずだが、体

が動かなかった、思いは子供たちを助けなければの一心なのに、足が動かない、前に進め

ない。しばらくの時を経て、子どもたちの激しい鳴き声を耳にした。各クラスの子供は部

屋の中央の保育者のもとに集まり、更なる揺れを警戒して庭の中央に移った。子供たちの

恐怖は想像しつくせない。しかし、幸いなことに一人の子供たちも怪我なく迎えの父母た

ちにお返しすることが出来た。神の守りと支えを感謝した。

大きな揺れであったが、教団事務局からの問い合わせにも、たいしたことはありません

と返事をした。教区にも同じようにした。しかし、事実は違っていた。教区の建築設計監

理者に建物全体の診断を依頼したところ大規模の補修工事が必要であるとの答えであっ

た。築４０年を経た建物の大規模補修工事か、それとも改築か、進退窮まった。その上、

教会堂と園舎が一体的建物である。園舎部分のみを切り離して改築する。教会部分は補修

する。

方針は定まらず二転三転した。しか

し、新しい事態が生まれた。園舎改築

資金の目算が立った。そして教会の資

金計画は自助努力と共に教団被災支援

金をお願いすることが出来、着工の運

びとなった。

更地であればすぐ起工であるが、改

築となると至難の業である。解体の難

しさは想像を超えていた。計画工程表

の延期の連続であったが 7 月 7 日起工
式となる。この教会がしっかりと聖書

を基盤として立つようにと地中深く収めた。

それから 7 か月後、建物が姿を現した。当初の設計の時から会堂の外観、内観をいろ
いろと夢見てきたが、現実となった今、前回とちがって、待望の一階の礼拝堂、正面にス

テンドグラスと大きな十字架、側面の窓は虹をイメージしたステンドグラスを配した。こ

の会堂に入ったとき、あのノアの箱舟を想起してほしい。会堂にいるものすべての人に神

の祝福が約束されている。神は二度と民を滅ぼさないとの約束の虹が会堂内部全体を包ん

でいる。救いの完全な保障と成就の証しとしての正面の十字架。去る３月２日主日最初の

礼拝を教会員全体で捧げることが出来ました。全国の教会信徒の熱き祈り貴い献金により

会堂・牧師館が出来ました。深く感謝いたします。

有難うございました。厚く御礼申し上げます。

この教会堂がこの地域の人々に用いられますように、教会員各々が光をかかげて行くみ

ちを照らす証人となれますようにお祈りくださると幸いです。

尚、 下記のように献堂式を行います、主のみ旨にかなう教会として前進できますよう

願っております、重ねて祈り加えていただけますならば幸いです。

下館教会 献堂式
日 時 5月 11日(日)午後 3時 献堂礼拝 午後 4時 お茶会

場 所 日本基督教団 下館教会 茨城県筑西市二木成 1273


